
 

 

 

 

  

 

「2015 年 5 月から、処方箋の検査値記載が始まりました！」 
＜全部で１９項目、３ヶ月以内の最新の検査値を表示＞ 

 

みどり病院・すこやか診療所等で、2015 年 5月から院外処方箋に診察時の検査値を表示する試みが始

まりました。処方箋の右側半分に、検査値と検査をした日付が記載されています。処方箋を受け取った

ときに、「あれ？検査値が記載されている。」とお気づきになった方もいらっしゃるかと思います。 

 

●岐阜県内では始めての実施！ 

検査値を処方箋に表示する試みは、2011 年 3月に福井大学病院によりはじめて実施されました。2013

年に京都大学病院が実施したことから全国に広がりを見せています。2015年3月までに全国で５.１％、

110 以上の医療機関が検査値の表示を行っています。特にこの２年で検査値表示に踏み切る施設は大幅

に増え、岐阜県ではみどり病院等がはじめて検査値表示を始めました。 

 

●なぜ、今、検査値表示が全国に広がっているのでしょう？ 

日本では 1970 年代から、病院や診療

所が院外処方箋を出し、薬局が調剤を

する「医薬分業」が進められてきまし

た。そこでは、医師が処方した薬を薬

剤師が独立してチェックすることで、

副作用や薬の飲み合わせを確認する機

能が求められています。 

医薬分業が進められた結果、2014 年

度には院外処方箋は約 70％近くまで

達しました。 

この制度により、一人の患者さんが

複数の医療機関にかかった場合でも、

同じ薬局に処方箋を持ち込むことで、

飲み合わせや副作用をチェックできる

ようにしようとしています。 

また、2012 年に今まで４年間だった

大学薬学部が６年制になり、臨床の教

育を受けた薬剤師が誕生しています。 

薬剤師をめぐる環境は、めまぐるし

く変化しているのです。そんな中、 

「薬剤師のチェック機能をもっと活かそう！」 

こういった思いが、検査値表示が徐々に広がりつつある背景にあるのではないでしょうか。 
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●検査値は全部で１９項目 

処方箋の右半分（下図参照）に、過去３ヶ月間に行った検査のうち１９項目が表示されています。 

 

空欄の部分は、過去３ヶ月検査がされていなかった項目です。たとえば図では、PTＩＮＲ、総ビリル

ビン、無機リンが空欄になっています。 

３ヶ月以内に新しい検査をした場合は、その検査項目だけが最新の検査値表示となります。 

検査値の見方についての一覧表は薬局においてあります。詳しい検査値について知りたい方は、薬剤

師にお声をおかけください。 

●実は、薬局では今までも検査値の活用をしていました！ 

薬剤師は、今までも患者さんとの会話の中で、検査値に関する情報をお尋ねしていました。それは、

主に薬が実際にどれくらい効いているのか、薬が効き過ぎていないか、または薬の量が適切かどうかを

確認するためです。血圧の高い患者さんには血圧値、血液をサラサラにするワーファリンを服用してい

る患者さんにはPTＩＮＲ、糖尿病の患者さんにはHbA1c といった検査値です。 

では、処方箋における検査値表示では、一体何が変わったのでしょうか？ 

それについては、次回、ご紹介しようと思います。           
 

しいのみ薬局    関市上白金105-1     ☎0575-27-0130   Fax 0575-27-0131 

しいのみｾﾝﾀｰ薬局  岐阜市北山1-14-27   ☎058-241-1818  Fax058-241-1839 

華陽しいのみ薬局  岐阜市祈年町1-19-2  ☎058-271-1640 Fax058-275-1949 

南しいのみ薬局   岐阜市芥見南山2-8-47 ☎058-244-2112  Fax058-244-2110 

お薬や｢健康食品｣のことなどに関してお気軽にご相談下さい。 

ファルマネットぎふ ホームページ（http://www.gifu-min.jp/pharma/） 


